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欲的になる。
　心を読み取ろうとしている。生徒の困り感
に気づこうとしている。生徒たちの声を聞こ
うとする姿勢は何より大切である。
（2）　褒める
　人は，よくできたときや頑張ったときに
は，褒めて・認めて・自信を持たせたいと思
う。
　「私も，褒められたいな！」と感じること
はよい影響になる。
　　・そっと褒める
　　・数人の前で褒める
　　・学級・学年・全校の前で褒める
など，様々な褒め方がある。さらには，ニコ
ニコして，柔和な顔で，怖い顔で，力んだ
顔でなど，表情豊かな褒める顔はたくさんあ
る。
（3）　褒めない
　褒めて伸ばすことは，大切なことである
が，適当にやってそれなりにできた生徒に対
して「頑張った。よくできた。」と声を掛け
てしまうと，「妥協」の仕方を覚えることに
なりかねない。
　褒めるとは，本気の頑張りに対してであ
り，褒める見極めも大切である。
（4）　叱るとき
　止むを得ず，授業中に怒鳴ったり，叱った
りすると，生徒の受け止めは様々。本来の信
頼関係とは違う状況になることが多い。
　説諭（説き諭す）と叱責（叱り責める）は，
違うことを承知したい。叱責したのならば，
その後は説諭で，生徒自らが省みる姿勢を作
らせたい。
　　・人前で叱られると，人格を否定されたと
感じる
　　・個別に叱られるとき，立ち話的か別室か
で受け止めに違いが出る
　　・集団を叱るとき，教師と目が合った生徒
は個人として叱られていると感じる
　　・集団を叱ると，効果に差異が生じる
　　・叱責したときほど、 その生徒へのフォ
ローに時間をかけなければならない
４　まとめ
　落ち着かない生徒たちを集中させるための具
体的な手立ての例を述べてきました。
　授業は実態に合った指導や指導技術などが絡
み合ってよい授業になります。指導力のある教
師は，励まし、時に叱咤し，その中で共に頑張
る姿勢を示し続け，生徒たちが前向きに受け止
めて進んでいける環境を作りながら授業を展開
していきます。
　しかし，教師間においては相談しやすい環境
を日頃から整えておかなければ，教師は孤立し
事態が悪化することがあります。
　学級経営においても，学級担任が進めるが一
人だけで行うものでもなく，直接生徒たちに接
する先生方との指導の共有化が大切であること
を現場の教師は感じています。
　“はじめに”で申し上げましたが，授業者一
人一人が描く望ましい指導法を実践するため，
自らの語り口に合った表現をこの“学習活動が
成立するための雰囲気づくり”から見出してい
ただくためにまとめたものですが，学校として
の指導体制の共有化も重要な考え方でありま
す。
　私が担当している教科教育法（保健体育）で
は，〇〇教育と呼ばれる配慮すべき内容の一端
や板書法なども絡ませ，本稿の“聞く姿勢づく
りから”を取り入れて教育実習前の授業として
講座を進めています。
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